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前
橋
市
子
ど
も
会
育
成
団
体

連
絡
協
議
会
主
催
の
書
画
展

で
、
粕
川
地
区
か
ら
は
、
７
名
の

書
道
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
の
３
名
が
入
賞
い

た
し
ま
し
た
。
入
賞
作
品
の
展

示
期
間
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

日
時
＝

11

月

20

日
（水
）～

23
日
（土
）午
前
10
時
～
午
後

５
時 

会
場
＝
前
橋
市
総
合
福
祉
会

館 入
賞
者
（敬
称
略
）＝
猪
熊 

葉

音
（粕
川
小
１
年
）佳
作
、
増
渕 

陽
斗
（粕
川
小
３
年
）佳
作
、
高

橋 

清
花
（粕
川
小
５
年
）銅
賞 

 
11
月
３
日
（日
）、
文
化

の
日
に
ふ
さ
わ
し
く
第

35
回
粕
川
地
区
産
業

文
化
祭
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
各
会
場

で
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々

が
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。 

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品

展
示
の
ほ
か
に
、
農
産

物
の
直
売
な
ど
様
々
な

出
店
も
あ
り
、
活
気
あ

ふ
れ
る
産
業
文
化
祭
と

な
り
ま
し
た
。 

粕
川
河
畔
の
桜
の
剪
定
作
業
を

行
い
ま
す
。
発
生
し
た
剪
定
枝

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
実

施
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

日
時
＝
11
月
30
日
（
土
）
９
時 

集
合
場
所
＝
粕
川
公
民
館
正

面
玄
関
（雨
天
決
行
） 

注
意
事
項
＝
地
域
づ
く
り
協
議

会
員
を
中
心
に
剪
定
し
ま
す
。 

無
理
の
な
い
範
囲
で
お
手
伝
い

く
だ
さ
い
。
の
こ
ぎ
り
等
の
道
具

は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
＝
粕
川
公
民
館
☎
２
８

５-

３
３
１
１ 

 

歌
謡
曲
、
ラ
テ
ン
、
ジ
ャ
ズ
な
ど
の

演
奏
と
歌
や
ダ
ン
ス
が
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
に
飾
ら
れ

た
花
は
抽
選
に
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
。 

日
時
＝
令
和
元
年
12
月
１
日
（日
）

午
後
５
時
30
分
開
場
、
６
時
開
演 

場
所
＝
粕
川
公
民
館
大
ホ
ー
ル

（入
場
無
料
） 

 

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
電
話

勧
誘
か
ら
始
ま
る
も
の
が
多
い
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
被
害
の
未
然
防

止
を
目
的
に
、
詐
欺
被
害
な
ど
を

防
ぐ
機
能
が
つ
い
た
電
話
機
の
購
入

に
補
助
を
実
施
し
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

※
必
ず
購
入
前
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
：消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７-

２
１
２-

３
２
６
０ 

 粕川地区 の人口と 世帯   

 人 口 １０，７１５人 

 男   ５，３８９人  

 女   ５，３２６人 

 世帯数  ４，２０２世帯 

 （ 令 和 元 年 １ ０ 月 末 現 在 ） 

http://www.city.maebashi.gunma.jp/


配
偶
者
な
ど
か

ら
の
女
性
に
対

す
る
暴
力
、
性

犯

罪
、
ス
ト
ー

カ
ー

行

為
、
売

買
春
、
人
身
取

引
や
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
の
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、
女
性

の
人
権
を
侵
害
す
る
と
と
も
に
決
し
て

許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。
ひ
と
り
で
悩

ま
な
い
で
ま
ず
は
相
談
を
！ 

相
談
先
＝
Ｄ
Ｖ
電
話
相
談
（平
日
９
時

～
17
時
）０
２
７-

８
９
８-

６
５
２
４ 

日
時
＝
ヨ
ガ
：
12
月
13
日
、

20
、
27
日
（
３
回
） 

太
極
拳
：１
月

10

、
17

、

24
、
31
、
２
月
７
日
（５
回
） 

コ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
：２
月

14
、
28
日
（
２
回
） 

※
い
ず
れ
も
金
曜
日
の
午
前

10
時
～
11
時
30
分 

場
所
＝
粕
川
公
民
館
２
階
多

目
的
ホ
ー
ル
（
参
加
費
無
料
） 

持
ち
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（代
用

品
可
）
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、

飲
み
物 

申
し
込
み
＝
粕
川
公
民
館
に

直
接
、
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
☎
２
８
５-

３
３
１

１ 

子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、

仕
事
や
家
庭
、
近
隣
間
の

悩
み
事
等
、
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。 

費
用
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。 

日

時
＝

12

月

月

６
日

（金
）午
後
１
時
～
４
時 

会
場
＝K

’B
IX

元
気

21

ま

え

ば
し
（５
階

学

習

室
）、
大
胡
支
所
、
宮
城

公
民
館
、
富
士
見
公
民

館 申
し
込
み
＝
当
日
会
場
へ

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

○
問
い
合
わ
せ
は
、
生
活

課 

☎
８
９
８-

６
２
３
６ 

〈
障
害
者
〉 

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
（
障
害
の
あ
る
人
も
地

域
の
中
で
普
通
の
暮
ら
し
が

で
き
る
社
会
）
理
念
に
基
づ

き
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
い
て
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障

害
者
の
自
立
と
社
会
、
経

済
、
文
化
活
動
等
へ
の
参
加

を
促
進
す
る
た
め
の
取
組
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
ど
ん
な
に
法
整
備

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
ん

で
も
、
社
会
に
暮
ら
す
一
人

ひ

と

り

の
「
心

の

バ

リ

ア
ー
」
を
取
り
除
か
な
け
れ

ば
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解

は
広
が
り
ま
せ
ん
。
障
害
を

人
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る

個
性
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
が
重
要
で
、
障
害
を

●第４９回粕川地区バレーボール大会 

 11月24日（日） 粕川小・粕川中体育館（開会式：午前8時３０分 粕川小体育館） 

 <主催>粕川体育協会 <主管>粕川体育協会バレーボール部 

理
由
に
差
別
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
に
向
け
、
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。  



思いやり みんなで作る 笑顔の輪 

         石川 舞 （粕川小５年） 

助け合い 心と心の あくしゅから     

         今井 菜々子（粕川小５年） 

笑顔だと 見た人とっても いい気持ち 

         田代 悠真（月田小５年） 

小学校児童の標語をご紹介します。 

（敬称略） 

※学年は平成３０年度時です。 

代
議
士

【
金
子
与
重
郎
】
⑦ 

 

金
子
与
重
郎
代
議
士
は
、
昭
和
24

年
９
月
県
農
青
連
総
会
に
お
い
て
、

初
代
委
員
長
反
町
久
弥
県
農
青
連
委

員
長
の
後
任
と
し
て
選
任
さ
れ
、
第

２
代
委
員
長
に
就
任
し
た
。 

 

農
青
連
は
、
政
治
的
に
は
中
立
が

原
則
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
金
子
委

員
長
の
「
国
民
民
主
党
」
に
入
党
し

た
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
緊
急
県
農

青
連
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
委
員

長
の
「
国
民
民
主
党
（
後
の
改
進

党
）
」
入
党
を
認
め
る
か
否
か
討
議

し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

る
。
そ
の
後
、
昭
和
26
年
１
月
の
総

会
に
お
い
て
、
県
農
青
連
委
員
長
に

再
選
さ
れ
る
。 

 

国
会
で
は
農
業
団
体
再
編
問
題
が

起
こ
り
、
金
子
代
議
士
の
活
躍
の
舞

台
と
な
っ
た
が
、
昭
和
27
年
８
月
、

国
会
は
解
散
と
な
り
、
農
業
団
体
再

編
問
題
は
、
お
流
れ
と
な
る
。 

台風、地震などの災害時には、それに便乗し

た悪質商法が多数発生します。 

悪質商法は災害発生地域だけが狙われるとは

限りません。災害に便乗した悪質な商法に十分注

意してください。 

 特に修理工事等の契約は慎重に、その場で決め

ないで複数の業者から見積もりをとりましょう。 

 また全国では義援金詐欺の事例も報告されてい

ます。義援金は確かな団体を通して送るようにし

ましょう。 

 不安に思ったときは、消費生活センターにご相

談ください。 

 

国
会
解
散
に
伴
い
、
県
農
青
連
は

緊
急
に
各
地
区
の
委
員
長
会
議
を
開

き
、
金
子
委
員
長
の
衆
議
院
議
員
総

選
挙
出
馬
を
組
織
全
体
で
推
薦

し
、
立
候
補
の
要
請
を
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。 

 

選
挙
区
以
外
の
市
町
村
も
、
資

金
カ
ン
パ
を
決
議
し
た
の
で
、
全

県
盟
友
の
支
援
と
立
候
補
要
請

に
、
本
人
は
必
勝
を
期
し
て
、
立

候
補
を
決
意
し
た
。 

 
早
速
、
選
挙
事
務
所
を
構
え
、

事
務
長
に
地
元
の
登
山
嘉
蔵
氏
が

就
任
し
た
。
選
挙
体
制
も
整
っ
た

の
で
、
立
候
補
の
届
け
出
を
済
ま

そ
う
と
し
た
矢
先
、
突
然
本
人
が

病
で
倒
れ
て
入
院
し
て
し
ま
っ

た
。 

 

同
志
は
、
届
出
を
す
べ
き
か
否

か
困
惑
し
た
。
大
勢
の
意
見
は
辞

退
の
方
向
に
傾
い
て
い
た
。 

 

そ
の
時
、
立
候
補
を
噂
さ
れ
て

い
た
小
林
二
郎
氏
（
県
初
代
農
業

会
議
会
長
）
が
「
金
子
君
が
倒
れ

た
こ
と
を
聞
い
て
、
友
人
と
し
て

立
候
補
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

俺
は
、
金
子
候
補
の
責
任
者
に

な
っ
て
も
良
い
。
」
と
全
面
的
な

支
援
を
申
し
出
て
く
れ
た
。 

 

こ
の
こ
と
に
悲
観
論
者
も
励
ま

さ
れ
、
勇
気
百
倍
。
届
出
を
済
ま

せ
、
候
補
者
の
顔
を
出
せ
な
い
選

挙
を
戦
う
こ
と
を
決
断
す
る
。 

 

新
聞
に
は
『
候
補
者
再
起
不
能

か
？
』
と
ま
で
報
道
さ
れ
て
し
ま

い
、
誰
一
人
と
し
て
当
選
を
信
じ

る
人
が
い
な
か
っ
た
と
、
当
時
を

知
る
人
は
述
懐
し
て
い
る
。 

 

実
際
に
金
子
候
補
が
選
挙
カ
ー

に
乗
っ
て
選
挙
運
動
が
で
き
た
の

は
、
僅
か
２
日
間
だ
け
だ
っ
た
。 

 

県
農
青
連
や
、
地
元
村
民
等
が

打
っ
て
一
丸
と
な
り
、
必
死
の
覚

悟
で
選
挙
運
動
を
展
開
し
た
。
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
、
僅
差
で
当
選
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

10
月
１
日
の
投
開
票
の
結
果
、

五
十
嵐
吉
蔵
氏
改
進
党
元
１
位
当

選
・
石
井
繫
丸
氏
左
派
社
会
党
前

２
位
当
選
・
金
子
与
重
郎
氏
改
進

党
前
３
２
，
１
７
９
票
３
位
当

選
・
藤
枝
泉
介
氏
自
由
党
前
３

２
，
１
７
７
票
次
点
。 

 
僅
か
２
票
の
差
で
当
選
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
突

如
翌
年
３
月
、
在
職
期
間
５
か
月

余
り
で
国
会
は
解
散
と
な
っ
た
。 

 

厳
し
い
選
挙
を
戦
い
抜
き
、
当

選
を
勝
ち
取
っ
た
金
子
代
議
士

は
、
命
を
賭
し
て
農
民
の
た
め
に

働
き
た
い
と
の
固
い
信
念
と
情
熱

に
燃
え
て
い
た
だ
け
に
無
念
な
思

い
で
あ
っ
た
。  

次
号
に
続
く
宮
崎
・
記 



◆ 問合せ先 

 前橋市立図書館 ☎027（224）4311 

 粕川分館    ☎027（285）3312 

◆ 開館時間  

＜ 平    日 ＞ 午前10時 ～ 午後 6時 

＜ 土・日・祝日 ＞ 午前10時 ～ 午後 5時 

郵便局 
粕川支所 

粕川小 

元群馬銀行 

大
胡
地
区 

桐
生
市 

粕
川 

粕川分館 
（粕川公民館内） 

日時：11月30日（土） 

   12月9日 （ 月 ） 

   12月14日（土） 

・ ・ 

内 容：絵本の読み聞かせ、パネルシアタ－など、   

    手遊びうたを交えながらのおはなし会や簡   

    単な工作づくりもあり、一緒に楽しいひと 

    ときを過ごします。 

場 所：粕川分館 絵本コーナー 

粕川公民館子育て親子支援事業「子育てなかま

ミッキー」では、お子さんが広いお部屋でのびの

び自由遊びができるよう、お部屋を開放します。

予約の必要はなく、お部屋の出入りは自由です。 

日時 １１月２７日（水） 

午前１０時～正午 

粕川公民館  

第三会議室（和室） 

未就学児とその保護者 

「いいから いいから」と言ってなんでもす

ませてしまう、おじいちゃん。お父さんが忍

者を家につれてきたけど、いつものように

「いいから いいから」と受け入れてしま

う。お家で忍者修行のはじまり、はじまり。 

「いいから いいから４」 

 

長谷川 義史作 

◆ 休 館 日 ＜ 木曜日 ＞  

  １１月  ７．１４．２１．２８ 

  １２月  ２．５．１２．１９．２６ 

  ※２９日（日）～１月４日（土）年末年始 

場所 

対象 

10：30 ～ 

15：30～ 

10：30～ 

◆どうしても生きてる 朝井リョウ 著 

◆人を乞う あさのあつこ 著 

◆二人のカリスマ 上・下 江上剛 著 

◆祝祭と予感 恩田陸 著 

◆ライオンのおやつ 小川糸 著 

◆定価のない本 門井慶喜 著 

◆ムゲンのｉ 上・下 知念実希人 著 

◆人間 又吉直樹 著 

◆また明日 群ようこ 著 

◆彼女たちの犯罪 横関大 著 

◇おばけひめがやってきた！ むらいかよ 著  

◇境い目なしの世界 角野栄子 著 

◇みかん、好き？ 魚住直子 著 

◇アンパンマンともぐりん やなせたかし 作・絵 

◇おやさいしろくま 柴田ケイコ 作・絵 

◇おもしりとり 田中六大 絵 

◇そらまめくんのおやすみなさい なかやみわ 作 

◇ぽっとんころころどんぐり いわさゆうこ 作 

◇まほうのコップ 藤田千枝 原案 

◇まめざらちゃん あさのますみ 文 


